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町指定重要無形民俗文化財（昭和55年10月23日指定）
青津甚句は、毎年８月14日に青津・浄泉寺境内で先
祖の供養として唄い踊られています。
かなり古くから伝わるというが、その由来は定かで
はありません。
以前は、青津集落にある国指定史跡の亀ヶ森古墳上
の広場で踊っていたこともあるという言い伝えがあ
ります。
※甚句とは、江戸時代に始まったとされ、歌詞が
　七・七・七五の短詩形をとって１コーラスとなる
　盆踊り唄や、酒盛り唄のことである。
永年、青津区で継承されてきた「青津甚句」を後世
に途絶えることなく伝承していくことを目的に、保
存会と青年団が中心となって、子ども達へ伝え、保
存継承活動に取組んでいます。
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第 ３ 回
（９月）
定 例 会

　
９
月
６
日
か
ら
９
月
20
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
人
事
案
件
１
件
、
条
例
改
正
外
３
件
、
平
成
29
年
度
決
算
認

定
８
件
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
７
件
、
合
計
19
件
の
議
案
が
町
長
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
９
月
20
日
に
「
議
案
第
56

号
平
成
29
年
度
会
津
坂
下
町
水
道
事
業
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
」
は
、
町
長
か
ら
取
り
下
げ
の
申
し
出
が
あ
っ
た
た
め
本
会
議

で
審
議
し
、
取
り
下
げ
を
承
認
し
、
そ
れ
以
外
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
採
決
の
結
果
、
平
成
29
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

は
不
認
定
と
な
り
、
そ
れ
以
外
の
町
長
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
日
と
11
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
８
名
の
議
員
が
登
壇
し
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
12
日
に
は
各
常

任
委
員
会
を
開
き
提
出
議
案
、
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
審
議
、
13
日
と
14
日
に
は
決
算
特
別
委
員
会
を
開
き
平
成
29
年
度
一

般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
中
、
請
願
２
件
が
付
託
さ
れ
そ
の
う
ち
１
件
が
採
択
と
な

り
、
関
係
省
庁
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
下
、
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新 庁 舎 建 設 延 期 方 針 に 対 して
町議会は着工の前倒し･再検討を要望

　

事
務
事
業
を
見
直
し
、
将
来

の
財
政
状
況
を
算
定
し
た
と
こ

ろ
、
計
画
通
り
進
め
れ
ば
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
財
政
健
全
化
を
重

視
し
新
庁
舎
建
設
延
期
と
い
う

重
い
決
断
を
し
た
。

　

１
億
７
，９
８
６
万
円
を
追

加
す
る
補
正
予
算
。

　

主
な
補
正
は
、
干
ば
つ
の
応

急
対
策
補
助
１
０
０
万
円
や
若

者
定
住
に
向
け
た
新
築
・
購
入

補
助
金
４
４
０
万
円
な
ど
。

新
庁
舎
建
設
延
期
方
針

町
長
説
明
要
旨（
抜
粋
）

一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）

新
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会

　

新
庁
舎
建
設
に
伴
う
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
並
び
に
建
設
延
期
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
る
。

　

議
会
と
し
て
は
、
７
年
以
上
の
延
期
は
庁
舎
の
老
朽
化
も
鑑
み
長
す
ぎ
る
こ
と
、
ま
た
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
基
金
を
造
成
し
た
形
の
み
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
資
金
調

達
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
に
よ
る
建
設
方
法
に
つ
い
て
、
再
度
、
検
討
し
て
財

政
負
担
の
少
な
い
、
よ
り
良
い
庁
舎
建
設
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
11
項
目
の
質
問
並
び
に
要

望
書
を
町
に
提
出
し
た
。

１．具体的な考慮すべき事項
①　突然使用不能となった時の代替施設はあるか
②　予定民有地への対応
③　予定地の地権者への責任
④�　「市町村役場機能緊急保全事業」の適用外と
なる不利益への考え方は
⑤　町民の行政に対する不信感への対応策は
⑥　職員の就労意欲低下に対する対応策は

２．議会へ明示すべき資料
①�　延期する理由ではなく、耐用年数を考慮した
短期間での建設可能なシミュレーションの提示
②�　レンタル、PFI方式等多様な建設手法を採用し
た際のシミュレーションの提示

３．議会からの要請事項
①�　庁舎完成までの長期間、相応の権限を委譲し
た専任職員を配置すること。
②�　区画整理地内の固定資産税課税対象の拡大や
滞納等への対処による歳入増への積極的取り組
みをすること。
③�　財源確保の為、補助や給料のカット等の後ろ
向きの政策から、クラウドファンディング、ふる
さと納税、町民債等資金調達手法の創設や新庁
舎の名称募集等による住民参加の庁舎建設といっ
た明るい庁舎建設イメージの創造を図ること。

質問及び要望書

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

  （
議
案
第
53
号
）

　

髙
橋
直
樹
氏
（
新
任
）【
中

政
所　

48
歳
】、
の
任
命
に
同

意
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
30

年
10
月
か
ら
４
年
間
で
す
。

�

賛
成
全
員
で
同
意

人
事
案
件
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会津坂下町長の辞職勧告決議案  賛成少数で否決　
議
員
提
出
議
案
第
６
号

会
津
坂
下
町
長
の
辞
職

勧
告
決
議
に
つ
い
て

提
案
理
由

�

提
出
者　

五
十
嵐
一
夫
議
員

　

新
庁
舎
建
設
は
、
平
成
29

年
６
月
の
町
長
選
挙
の
公
約

で
あ
り
、
毎
年
、
庁
舎
建
設

基
金
の
積
立
や
庁
舎
建
設
位

置
を
平
成
30
年
３
月
議
会
で

決
定
す
る
な
ど
事
業
を
推
進

し
て
き
た
。

　

そ
の
試
算
見
込
み
が
甘

か
っ
た
た
め
に
事
業
継
続
が

で
き
な
く
な
り
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
・
方
針
を
急
に

撤
回
し
、
老
朽
化
が
著
し
く
、

危
機
対
策
が
早
急
に
求
め
ら

れ
て
い
る
庁
舎
建
設
を
７
年

以
上
延
期
す
る
こ
と
を
表
明

し
た
こ
と
に
対
す
る
道
義
的

責
任
と
し
て
、
辞
職
を
勧
告

す
る
。

賛
成
討
論

�

小
畑
博
司
議
員

　

新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
財
政
が
し
っ
か
り
し
て

い
れ
ば
、
町
民
も
議
員
も
誰

も
が
賛
成
で
す
。
し
か
し
、

町
民
の
な
か
に
も
、
ま
た
、

職
員
の
な
か
に
も
不
安
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
不
安
を
払

拭
す
る
た
め
に
質
問
を
し
て

き
ま
し
た
が
、「
町
民
生
活

に
影
響
は
出
な
い
」
と
繰
り

返
し
答
弁
し
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
き
て
突
然
の
延
期
表

明
は
私
ど
も
の
質
問
に
対
す

る
不
誠
実
さ
と
、
多
様
な
意

見
を
聞
こ
う
と
し
な
い
風
通

し
の
悪
い
行
政
運
営
の
結
果

で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
辞
職

勧
告
決
議
に
賛
成
い
た
し
ま

す
。反

対
討
論

�
猪
俣
恒
雄
議
員

　

町
長
が
適
任
か
否
か
は
選

挙
で
町
民
が
判
断
す
る
事
で

あ
り
、
二
元
代
表
制
に
お
け

る
議
会
が
片
方
の
代
表
の
長

へ
辞
職
勧
告
を
強
要
す
る
事

は
多
数
決
の
原
則
の
乱
用
で

あ
る
。

　

議
会
に
は
そ
の
よ
う
な
権

限
が
な
い
ば
か
り
か
、
仮
に

可
決
さ
れ
て
も
法
的
な
拘
束

力
が
な
い
。

　

辞
職
は
本
人
が
自
ら
の
意

思
に
よ
り
判
断
す
る
事
で
あ

る
。反対

討
論

�

渡
部
正
司
議
員

　

厳
し
い
財
政
の
中
、
庁
舎

建
設
に
突
き
進
ん
で
疲
弊
さ

せ
る
か
、
そ
れ
と
も
見
直
し

て
暮
ら
し
を
守
る
の
か
。
建

設
が
危
う
い
状
況
を
作
り
出

す
と
な
れ
ば
、
回
避
す
る
の

は
当
然
で
、
建
設
延
期
は
、

前
向
き
の
見
直
し
で
す
。
財

政
再
建
の
道
筋
を
つ
け
、
夢

と
希
望
を
含
ん
だ
新
た
な
庁

舎
建
設
の
プ
ラ
ン
を
示
し
て

い
く
こ
と
こ
そ
が
、
町
民
に

対
す
る
最
も
責
任
あ
る
長
た

る
姿
勢
で
あ
る
。

反
対
討
論

�

五
十
嵐
正
康
議
員

　

今
回
の
庁
舎
建
設
延
期
に

つ
い
て
は
、
町
長
が
全
て
に

先
ん
じ
て
財
政
再
建
を
優
先

す
る
と
い
う
政
治
的
な
決
断

を
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
現
代
は
急
激
に
世
の

中
が
変
わ
り
予
測
が
で
き
な

い
事
象
や
想
定
外
の
事
が
発

生
す
る
時
代
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
今
年
度
の
町
民

体
育
館
の
取
り
壊
し
に
か
か

る
８
千
万
円
の
予
算
で
あ
り

ま
す
。
庁
舎
建
設
は
断
行
す

れ
ば
で
き
る
と
い
う
意
見
も

あ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、

財
政
を
再
建
し
、
そ
れ
か
ら

庁
舎
建
設
に
取
り
か
か
る
と

判
断
し
た
町
長
の
英
断
を
評

価
し
、
今
回
の
辞
職
勧
告
決

議
案
に
は
反
対
い
た
し
ま
す
。

賛
成
討
論

�

五
十
嵐
正
康
議
員

　

私
は
給
食
無
償
化
自
体
に

つ
い
て
は
反
対
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
県
の
施
策
と
し
て
給

食
無
償
化
の
予
算
配
分
が
さ

れ
た
場
合
、
全
て
の
市
町
村

へ
児
童
生
徒
の
数
に
よ
り
無

償
化
の
予
算
配
分
が
な
さ
れ
、

給
食
の
献
立
の
内
容
が
全
県

で
同
じ
よ
う
な
内
容
に
な
っ

て
し
ま
い
、
地
域
に
根
ざ
し

た
地
産
地
消
や
、
独
特
の
食

材
を
利
用
し
た
食
育
と
い
っ

た
観
点
の
献
立
の
提
供
が
し

づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
う
懸
念

が
あ
り
ま
す
。
給
食
無
償
化

に
つ
い
て
は
市
町
村
独
自
の

自
由
裁
量
で
行
う
べ
き
で
あ

り
、
こ
の
意
見
書
を
県
へ
提

出
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
反
対
い
た
し
ま
す
。

反
対
討
論

�

横
山
智
代
議
員

　

給
食
費
無
料
化
は
子
ど
も

へ
の
「
現
物
給
付
」
と
し
て

大
き
な
意
義
が
あ
る
。
全
て

の
子
ど
も
が
学
校
で
無
料
で

給
食
を
食
べ
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
ど
ん
な
家
庭
、
ど

ん
な
親
の
子
ど
も
で
あ
っ
て

も
等
し
く
利
益
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
点
で
す
ぐ
れ
た
制

度
で
あ
る
と
思
う
。

反
対
討
論

�

渡
部
正
司
議
員

　

文
科
省
調
査
で
は
、
無
料

化
の
成
果
と
し
て
、
保
護
者

の
経
済
的
負
担
軽
減
や
、
学

校
側
の
給
食
費
徴
収
や
未
納
・

滞
納
者
へ
の
対
応
負
担
の
解

消
等
を
挙
げ
、
一
方
で
、
無

償
化
を
当
然
と
す
る
意
識
の

高
ま
り
等
が
懸
念
さ
れ
る
と

し
た
。
無
償
化
に
よ
る
成
果

の
ほ
う
が
実
施
後
の
課
題
よ

り
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
県

に
対
す
る
意
見
書
と
し
て
提

出
す
る
意
義
が
あ
る
。

反
対
討
論

�

小
畑
博
司
議
員

　

子
ど
も
は
、
国
の
・
地
域

の
宝
で
す
。
し
か
し
、
現
在

の
町
の
財
政
状
況
で
は
実
現

困
難
で
あ
り
、
県
の
復
興
策

と
し
て
求
め
て
い
く
こ
と
に

賛
成
す
る
。

反
対
討
論

�

五
十
嵐
一
夫
議
員

　

給
食
費
無
料
化
を
県
に
よ

り
実
施
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
声
で
あ
り
、
素
直
に
声
を

県
に
届
け
る
こ
と
に
よ
り
、

議
論
検
討
で
き
る
の
で
あ
り
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
委
員
長

報
告
に
反
対
す
る
。

請願
番号

受理年月日 件　　名 請願者住所氏名 紹介議員
付託
委員会

審査
結果

第５号
平成30年

８月30日

県に対し 「学校給食費の

無料化を求める意見書」

提出についての請願

会津坂下町大字勝大字村北533

新日本婦人の会福島県本部会津坂下

班　代表　鈴木　幸枝

横山　智代

小畑　博司
文教厚生 不採択

第６号
平成30年

８月30日

水道民営化を推し進める

水道法改正案の成立に反

対する請願について

会津坂下町大字大沖字上野1170－１

会津の大地と健康を守る会

代表　千葉　親子

五十嵐一夫

渡部　正司
産業建設 採択

請
願
の
審
査

請
願
第
５
号
に
つ
い
て
の
討
論
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一
般
会
計
ほ
か
７
特
別

会
計
の
決
算
審
査
は
、
７

月
17
日
～
７
月
26
日
ま
で

課
ご
と
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
８
月
９
日
に
決
算
審

査
の
講
評
を
実
施
し
、
８

月
24
日
に
町
長
へ
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
で
は
、「
町
民

税
の
増
収
等
は
見
ら
れ
る

が
、
都
市
部
の
よ
う
な
回

復
感
は
感
じ
な
い
。
依
然

と
し
て
地
方
交
付
税
、
国

県
支
出
金
や
地
方
債
に

頼
っ
た
厳
し
い
財
政
運
営

が
続
い
て
い
る
。
歳
入
の

う
ち
町
税
で
は
、
収
納
率

向
上
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
前
年
比
１
・
93
％
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
る
。 

　

歳
出
で
は
、
人
件
費
・

公
債
費
は
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
物
件
費
、
補
助

費
、
扶
助
費
等
が
増
加
し

て
お
り
、
健
全
化
判
断
比

率
に
つ
い
て
は
、
前
年
に

比
べ
改
善
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
未
だ
高
い
数
値
に

あ
る
の
で
公
債
費
負
担
適

正
化
計
画
に
よ
り
一
層
の

注
意
を
払
っ
て
ほ
し
い
。

　

財
政
健
全
化
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
こ
れ
ま
で

の
考
え
方
を
変
え
、
斬
新

か
つ
大
胆
な
歳
出
削
減
策
、

企
業
的
改
革
手
法
の
導
入

や
更
な
る
事
業
の
見
直
し

な
ど
、
単
年
度
収
支
と
実

質
単
年
度
収
支
の
黒
字
化

に
向
け
た
取
組
を
近
々
に

調
査
・
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

　

財
政
改
革
は
、
行
政
運

営
に
対
す
る
町
民
満
足
度

と
財
政
出
動
の
両
立
を
図

り
、
町
民
に
不
安
を
与
え

な
い
行
政
運
営
を
希
望
す

る
。」
と
の
内
容
が
付
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
各
会
計
決
算
審
査（
監
査
委
員
）

歳入歳出決算を徹底審査
　平成29年度の各会計歳入歳出決算について審議するため、決算特別
委員会を設置しました。
　委員長に青木美貴子議員、副委員長に渡部正司議員を選出し、９月
13日・14日の両日開催され町長提出の８会計を、慎重に審議した結果、
水道事業会計を不認定とし、それ以外のすべての会計の決算を認定し
ました。青木委員長と渡部副委員長

主
な
質
疑
・
答
弁

質問：�道の駅負担金増の理由
は？

答弁：�河岸への漂着物の増加
に伴う処分費用の増と
除雪経費の増によるも
のである。

質問：�具体的にどのような活
動をしているのか？会
議の内容は？

答弁：�全体で100名。年１回
研修会を実施してい
る。活動内容はごみの
分別収集の指導など。

質問：�仮置き場は撤去したが、
中間貯蔵施設に搬出で
きない汚泥などは継続
して管理しているか？

答弁：�搬出する順番待ちであ
り、継続して管理して
いる。

質問：�非常勤職員の人数、働き
方改革の制度改正による
影響額は？

答弁：�全体で約80名。一時金を
支給した場合の影響額は
３千万円超となる見込
み。

質問：�空家の数と特定空家の数
は？ 特定空家はどう対
応するのか？

答弁：�空家365軒、特定空家は
８軒である。今年度再度
調査予定である。

　　　�所有者・相続人に勧告し
ている。今後の対応は検
討中。

質問：�バスの負担は総額で1億
円を超えている。毎年こ
れでは大変であり、見直
す考えは？

答弁：�路線バスは通学にも使用
しているので、継続して
いきたい。乗降調査等に
よりダイヤの見直しを実
施していきたい。

〈道の駅の負担金について〉 〈環境美化推進員について〉 〈放射能汚泥の管理について〉

〈非常勤職員について〉 〈空き家問題について〉 〈乗合バスの負担金について〉
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平 成 29 年 度 ８ 会 計 の

　昨年の「ばんげ未来トーク」にお
いて、皆様から頂いた意見をまと
めて、町長へ提言書を提出しました。

　去る８月10日に、熊谷市議会議
員が行政視察に来庁し意見交換し
ました。

　議会議員互助会より、西日本豪
雨災害に対して、社会福祉協議会
へ義援金を渡しました。

議会の動き
町長へ提言書提出 埼玉県熊谷市視察受入れ 西日本豪雨災害義援金

平成29年度会計区分 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額
１ 一般会計 7,591,533 7,466,552 124,981
２ 国民健康保険特別会計 2,327,732 2,163,965 163,767
３ 介護保険特別会計 2,168,818 2,072,081 96,737
４ 後期高齢者医療特別会計 172,259 172,011 248
５ 下水道事業特別会計 463,626 463,626 ０
６ 坂下東第一地区土地区画整理事業特別会計 234,559 228,186 6,373
７ 農業集落排水事業特別会計 66,060 66,060 ０
８ 水道事業会計（収益的収入及び支出による） 499,456 471,162 28,294

一

般

会

計

水
道
事
業
会
計

坂
下
東
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計

反対討論　五十嵐一夫議員
　１つに、安兵衛通りに「地区計画」という
決まりがあり、建築行為時に２ｍの歩道を協
力して、広い歩道が形成される約束である。
今回スーパーの建築行為に当たり公正・公平
な指導をしなかったことは許されない。
　２つに、南幹線坂下町内入口地内の、スー
パーによる農振地区除外後の農地転用等の手
続きが、８年以上も行われないことを看過し
たのは不適切な事務執行である。
　３つに、塔寺街なみ環境整備事業の、町道
内の置石撤去は、１万円で旧公民館取得した
方が自費で工事を行うべきもので、公費90万
円の支出は受益者負担の原則に反する。
　以上３点は容認できないので本案に反対す
る。

反対討論　五十嵐一夫議員
　水路埋め立て工事は、水路を必要としな
くなってから工事を行うべきものであり、
そうすれば工事の必要性が無くなり、細々
とした事業費のなかで、589万円もの支出を
他の工事に振り分け事業の進捗に貢献でき
た。
　区画整理の事業の仮換地指定と工事の進
め方に大変疑問があり、本案に反対する。

反対討論　佐藤宗太議員
　決算委特別委員会で指摘しましたが、平成28年度
期末と平成29年度期首の有形固定資産現在高が異な
るなど、不適切な会計が明らかになりました。減価
償却のためなどの答弁がございましたが、疑念を払
拭するには十分とは言えず反対せざるをえません。
今後、適切な会計執行することを望みます。

賛成討論　山口享議員
　２期目を迎えられた齋藤町政は、当初から政策とされてい
た子ども子育て環境の充実を中心に、町の課題解決に向けて
各種事業を的確に執行されたと考えます。
　待機児童の解消、朝夕の延長保育、子育てふれあい交流セ
ンター事業など、子育ての環境整備は充実しています。
　また、住民の安全・安心な生活を守るため、除雪サブセン
ターの移築工事や町営住宅外壁の改修工事、道路、橋りょう
の点検業務など実施されました。
　昨年は例年よりも除雪量が多かったものの、除雪作業の対
応もおおむね良好でありました。
　一方では、この除雪費に対応するため、各種基金を取り崩
し対応しなければならない状況も見え、引き続き財政状況は
ひっ迫していることから、今後とも適確な予算執行に努めら
れ、財政の健全化を推進し、日々尽力されることを期待する。

（単位：千円）
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猪俣恒雄議員（Ｐ７）
○急増する外国人労働者について
○町長の政治姿勢について

五十嵐一夫議員（Ｐ８）
○建築計画に町の「規則」を遵守しよう
○バスを中心とした公共交通が、もっと利用者側にたっ
て利用の促進向上を図れ
○人口問題、交流人口の維持・拡大の取組として、高
校の存続とホテルの誘致を

山口享議員（Ｐ９）
○町長の政治姿勢について
○道の駅あいづ湯川・会津坂下について
○教育環境について

赤城大地議員（Ｐ10）
○公共施設等総合管理計画について
○近隣市町村との広域連携について

横山智代議員（Ｐ11）
○学校教育環境の整備について
○国民健康保険税について
○高齢者へのサポート、地域とのかかわりについて

渡部正司議員（Ｐ12）
○「干ばつ対策本部」の仕事は何か
○「干ばつ対策本部」の対応について
○「干ばつ対策本部」の報告方法について
○「干ばつ対策本部」の対応は当事者意識が希薄だ、
との指摘をどう受け止めるか
○今回の干ばつによる農家の減収、被害額、および町
税の減収等の被害状況について
○今後の干ばつ対策の総括は
○基幹産業である農業を自然災害からどのように守っ
ていくのか

小畑博司議員（Ｐ13）
○獣害被害の現状と、今後の予測についての考えは
○防災体制の見直しが必要ではないか
○行政組織の維持についての方策は
○残留放射性物質についての考えは
○義務教育におけるICT化の功罪をどのように考える
か

佐藤宗太議員（Ｐ14）
○協働のまちづくりについて
○観光行政について
○当町の知的財産に関する取り組みの現状と今後は
○地域団体商標登録に向けた取り組みの現状と今後の
予定は

条
例
改
正

○
会
津
坂
下
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
会
津
坂
下
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

29
年
度
決
算
認
定

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

30
年
度
補
正
予
算

○
一
般
会
計
（
第
２
号
）

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第

２
号
）

○
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
２
号
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
１
号
）

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
２

号
）

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
２
号
）

○
水
道
事
業
会
計
（
第
２
号
）

審
議
し
た

そ
の
他
の
議
案

審議案件に対する賛否の
状況（賛否が分かれた議案）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16
物
江　
政
博

赤
城　
大
地

横
山　
智
代

渡
部　
正
司

小
畑　
博
司

佐
藤　
宗
太

山
口　
　
享

三
橋　
　
薫

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
正
康

渡
部　
順
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　
孝
一

酒
井　
育
子

猪
俣　
恒
雄

古
川　
庄
平

平成29年会津坂下町一般会計歳入歳出
決算認定について ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

長
平成29年会津坂下町坂下東第一地区土
地区画整理事業特別会計歳入歳出決算
認定について

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
長

平成29年会津坂下町水道事業会計決算
認定について × × × × × × × × × × × × × × × 議

長

会津坂下町長の辞職勧告決議について × × × × ○ × × × × × × ○ × × × 議
長

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。○：賛成　×：反対　欠：欠席　議長は採決に加わりません
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平成32年着工を延期したい

猪俣　恒雄 議員

新庁舎建設の進捗状況と今後の方針は

問　
新
庁
舎
建
設
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
方
針
は
。

答
弁　
齋
藤
町
長

　
近
年
の
地
方
交
付
税
の

伸
び
の
減
少
、
減
額
、
さ

ら
に
扶
助
費
の
急
増
等
か

ら
再
度
の
財
政
状
況
の
検

証
が
必
要
と
の
見
地
か
ら
、

来
年
度
以
降
今
後
10
年
間

の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
策
定
し
た
結
果
、
庁

舎
建
設
に
着
手
し
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
大
変
厳
し

い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
が
判
明
し
、
平
成

32
年
度
着
工
を
延
期
す
べ

き
と
の
判
断
を
下
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

問　
耐
震
性
に
乏
し
い
現

庁
舎
、
従
来
と
は
異
な
る

建
設
、
発
注
方
法
の
試
算

は
。

答
弁　
齋
藤
町
長

　
老
朽
化
し
た
現
庁
舎
は

耐
震
性
の
観
点
か
ら
も
防

災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い

為
、
庁
舎
建
設
は
最
重
点

事
業
の
位
置
づ
け
と
し
て

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
実
施
手
法
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
レ
ン
タ
ル
方
式

な
ど
様
々
な
事
業
手
法
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
町
が
事

業
を
実
施
し
て
い
く
上
で

何
が
も
っ
と
も
経
済
的
で

最
適
な
手
法
な
の
か
検
討

し
建
設
実
現
に
向
け
今
後

も
精
進
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

問　
財
政
健
全
化
の
面
か

ら
町
の
指
定
管
理
施
設
糸

桜
里
の
湯
や
バ
ン
ビ
ィ
へ

の
今
後
の
方
針
は
。

答
弁　
荒
井
政
策
財
務
課
長

　
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
に

つ
い
て
は
、
施
設
の
老
朽

化
に
と
も
な
う
修
繕
費
用

の
増
加
や
町
全
体
の
事
業

見
直
し
に
お
い
て
、
長
期

の
財
政
計
画
を
予
測
し
た

と
き
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

及
び
財
政
に
与
え
る
影
響

が
大
き
い
事
か
ら
、
指
定

期
間
が
終
了
す
る
平
成
33

年
度
を
も
っ
て
、
指
定
管

理
制
度
か
ら
除
外
、
民
間

へ
の
売
却
を
基
本
方
針
と

し
、
具
体
的
な
手
続
き
等

を
整
理
し
な
が
ら
作
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
バ
ン
ビ
ィ
に
委
託

し
て
い
る
都
市
公
園
の
管

理
に
つ
い
て
は
効
果
的
な

利
活
用
が
図
れ
る
よ
う
、

町
民
の
立
場
に
立
っ
た
管

理
、
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問　
外
国
人
労
働
者
の
現

況
は
。

答
弁　
村
山
生
活
課
長

　
８
月
末
１
４
８
名
と

年
々
増
加
。

問　
外
国
人
労
働
者
の
国

保
税
徴
収
状
況
は
。

答
弁　
村
山
生
活
課
長

　
５
８
０
万
円
が
未
納
に

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
33
年
度
以
降
民
間
へ
の
売
却
を
基
本
方
針
と
す
る

糸
桜
里
の
湯
の
今
後
の
方
針
は

糸桜里の湯

　Ｐ Ｆ Ｉ（Private Finance Initiative）と は、
民間資本主導の略。公共施設等の建設、維持管
理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的
能力を活用する手法のこと。
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問　
通
称
安
兵
衛
通
り
に

つ
い
て
、
壁
面
位
置
の
制

限
に
よ
り
、
歩
道
空
間
の

確
保
が
守
ら
れ
て
い
る
の

か
。

　
判
り
や
す
く
言
え
ば
、

境
界
か
ら
自
分
の
敷
地
に

２
ｍ
以
上
後
退
し
、
そ
こ

を
歩
道
に
提
供
さ
せ
る
指

導
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
度

の
ス
ー
パ
ー
改
築
オ
ー
プ

ン
の
工
事
に
際
し
、
な
ぜ

こ
の
規
定
が
遵
守
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

答
弁　
青
木
建
設
課
長

　
地
区
計
画
の
内
容
に

沿
っ
て
歩
行
者
空
間
を
確

保
す
る
こ
と
な
ど
協
議
を

し
ま
し
た
、
大
規
模
店
舗

立
地
法
に
関
す
る
指
針
で

駐
車
場
確
保
の
項
目
が
あ

安
兵
衛
通
り
歩
道
の
確
保
を

五十嵐一夫 議員

協
議
は
し
た
が
大
店
法
の
指
針
に
よ
っ
た

地
域
間
幹
線
系
統
の
路
線
の
研
究
を
し
て
い
る

バ
ス
交
通
、
利
用
者
側
に
た
っ
た
利
用
向
上
を

問　
バ
ス
は
走
っ
て
い
る

が
乗
る
に
乗
れ
な
い
バ
ス

が
あ
る
。

　
公
共
交
通
の
隣
接
市
町

村
と
の
提
携
・
協
力
の
取

組
の
研
究
・
議
論
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
荒
井
政
策
財
務
課
長

　
西
会
津
町
の
町
民
バ
ス

は
運
輸
支
局
の
登
録
の
関

係
か
ら
、
重
複
し
て
い
る

経
路
内
で
の
乗
降
は
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

り
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
不

足
が
生
じ
る
た
め
、
後
退

で
き
な
い
と
い
う
結
論
に

至
り
ま
し
た
。

問　
坂
下
西
第
２
土
地
区

画
整
理
地
区
に
お
い
て
、

建
物
軒
先
が
隣
地
境
界
よ

り
１
ｍ
以
上
の
協
定
の
規

定
が
な
ぜ
遵
守
さ
れ
な
い

の
か
。

答
弁

　
青
木
建
設
課
長

　
協
定
が
遵
守
さ
れ
て
い

な
い
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら

れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
一

定
の
効
果
は
得
え
ら
れ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
地
域
間
幹
線
系
統
の
乗

降
調
査
等
を
実
施
し
、
利

用
実
態
の
把
握
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
会
津
若
松
市
を
中
心
に

担
当
者
会
議
を
定
期
的
に

実
施
し
情
報
交
換
、
利
用

者
か
ら
の
声
を
材
料
に
、

地
域
間
幹
線
系
統
の
路
線

の
あ
り
方
等
を
、
意
見
交

換
し
研
究
し
て
い
ま
す
。

問　
小
銭
を
必
要
と
し
な

い
な
ど
、
料
金
に
つ
い
て

簡
便
な
方
法
な
ど
の
研
究

を
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
荒
井
政
策
財
務
課
長

　
一
律
運
賃
は
利
用
者
の

不
公
平
感
と
割
引
分
の
減

収
を
補
え
な
い
こ
と
も
あ

り
、
現
実
的
で
あ
り
ま
せ

ん
。

　
会
津
乗
合
自
動
車
株
式

会
社
に
お
い
て
は
Ｉ
Ｃ
化

カ
ー
ド
の
導
入
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問　
高
校
存
続
に
努
力
を

し
て
き
た
の
か
、
見
え
る

よ
う
な
存
続
へ
の
努
力
を

し
て
い
く
考
え
は
。

答
弁　
齋
藤
町
長

　
福
島
県
教
育
委
員
会
の

方
針
で
10
年
間
で
１
０
０

学
級
減
ら
す
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
現
状
で
は
、
本
町
の
二

つ
の
県
立
高
校
が
統
合
の

対
象
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
は
大
変
残
念
で
す
。

　
両
校
の
存
続
に
つ
い
て

積
極
的
に
声
を
大
に
し
て

訴
え
て
い
き
ま
す
。

問　
ホ
テ
ル
誘
致
の
行
動

を
促
す
が
。

答
弁　
板
橋
産
業
課
長

　
企
業
誘
致
の
ひ
と
つ
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

地区計画により広く整備された歩道
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説明責任を果たすべく対応します

山口　　享 議員

新庁舎建設について公約不履行の責任は

問　
口
頭
弁
論
・
弁
論
準

備
手
続
が
行
わ
れ
た
の
か
。

答
弁　
荒
井
政
策
財
務
課
長

　
こ
の
訴
訟
は
、
株
式
会

社
湯
川
・
会
津
坂
下
が

「
道
の
駅
あ
い
づ
湯
川
・

会
津
坂
下
」
内
で
テ
ナ
ン

ト
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結

し
て
い
る
一
社
に
対
し
起

こ
し
た
も
の
で
、
占
有
面

積
や
営
業
形
態
が
当
初
契

約
時
と
違
っ
た
状
態
に
あ

る
こ
と
や
、
販
売
手
数
料

率
が
会
社
創
設
時
の
株
主

総
会
で
決
め
ら
れ
た
料
率

と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
是
正
す
る
た
め
、
契

約
内
容
の
変
更
に
つ
い
て

の
協
議
を
行
い
ま
し
た
が
、

合
意
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
た
め
、
契
約

期
間
が
昨
年
８
月
31
日
を

も
っ
て
満
了
し
た
こ
と
か

ら
、
物
権
の
明
け
渡
し
と

賃
料
相
当
損
害
額
の
支
払

い
等
を
求
め
て
提
出
し
た

訴
状
を
福
島
地
方
裁
判
所
会
津
若
松
支
部
に
提
出
し
た
も
の
で
す

道
の
駅
の
株
式
会
社
湯
川･

会
津
坂
下
が
起
こ
し
た
訴
訟
に
つ
い
て

問　
公
約
不
履
行
の
責
任

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
弁　
齋
藤
町
長

　
延
期
に
際
し
ま
し
て
は
、

町
民
の
皆
様
な
ど
へ
混
乱

と
行
政
へ
の
不
信
感
を
与

え
て
し
ま
い
、
お
詫
び
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
説

明
責
任
を
果
た
す
べ
く
真

摯
に
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
庁
舎
建
設
の

今
後
の
道
筋
を
付
け
て
い

く
の
が
町
長
と
し
て
の
私

の
責
任
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問　
地
権
者
へ
の
説
明
は
。

答
弁　
荒
井
政
策
財
務
課
長

　
説
明
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
説
明
内

容
と
違
っ
た
方
向
と
な
る

こ
と
か
ら
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
真

摯
に
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
新
庁
舎
の
建
設
は
い

つ
か
。

答
弁　
荒
井
政
策
財
務
課
長

　
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
の
不
安
感
の
払
拭
の

た
め
に
も
財
政
的
裏
付
け

が
最
も
重
要
で
あ
り
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
当
面
厳
し
い
状
況
が

続
く
こ
と
か
ら
、
第
六
次

振
興
計
画
の
前
期
計
画
期

間
を
財
政
健
全
化
へ
向
け

た
集
中
期
間
と
し
て
位
置

付
け
、
財
政
的
裏
付
け
を

担
保
し
た
中
で
後
期
計
画

期
間
内
に
お
い
て
適
正
な

時
期
に
建
設
に
着
手
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

も
の
で
す
。

　
口
頭
弁
論
・
弁
論
手
続

き
は
、
今
年
３
月
23
日
に

第
１
回
目
が
行
わ
れ
て
以

降
、
７
月
19
日
ま
で
に
４

回
行
わ
れ
、
９
月
５
日
に

５
回
目
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

問　
現
在
の
状
況
に
つ
い

て
。

答
弁　
荒
井
政
策
財
務
課
長

　
現
在
の
状
況
は
、
双
方

一
定
の
歩
み
寄
り
に
よ
る

解
決
が
最
善
と
の
考
え
の

も
と
協
議
を
す
す
め
て
お

り
、
引
き
続
き
最
善
の
解

決
が
図
ら
れ
る
よ
う
進
め

て
参
り
ま
す
。

道の駅あいづ湯川・会津坂下 農家レストラン「くうべぇる」
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問　
公
共
施
設
総
合
管
理

計
画
に
つ
い
て
、
イ
ン
フ

ラ
を
含
め
た
多
く
の
施
設

に
お
い
て
老
朽
化
が
目
立

つ
が
何
を
最
優
先
と
し
、

ど
の
よ
う
に
維
持
管
理
、

更
新
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　
荒
井
政
策
財
務
課
長

　
本
町
で
は
、
耐
用
年
数

を
迎
え
る
施
設
が
大
半
を

占
め
、
そ
の
維
持
管
理
及

び
更
新
費
用
は
、
約
２
８

０
億
円
と
試
算
さ
れ
、
現

在
の
厳
し
い
財
政
状
況
か

ら
、
全
て
の
施
設
更
新
は

困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

効
果
的
な
長
寿
命
化
・
施

設
保
有
数
の
適
正
化
に
よ

り
、
財
政
負
担
の
軽
減
・

老
朽
化
す
る
施
設
等
の
更
新
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

赤城　大地 議員

財
政
に
鑑
み
な
が
ら
教
育
施
設
を
優
先
し
更
新
し
ま
す

財
政
健
全
化
に
と
っ
て
も
重
要
か
つ
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す

近
隣
市
町
村
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

問　
近
隣
市
町
村
と
の
広

域
的
な
連
携
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え

て
い
る
の
か
。

答
弁　
齋
藤
町
長

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
少
子
高
齢
化
を
一

端
と
す
る
中
で
大
き
な
変

化
を
見
せ
て
お
り
、
住
民

の
生
活
は
一
つ
の
自
治
体

を
超
え
た
広
が
り
を
見
せ

て
お
り
ま
す
。

　
一
部
事
務
組
合
や
各
種

協
議
会
な
ど
、
共
通
の
課

題
や
目
的
に
対
し
、
近
隣

市
町
村
が
連
携
し
事
業
を

進
め
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

住
民
の
生
活
圏
の
広
が
り

を
踏
ま
え
た
う
え
で
近
隣

市
町
村
が
一
体
と
な
り
、

広
域
行
政
・
広
域
連
携
の

視
点
か
ら
、
様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
財
政
健
全
化
を
考

え
た
と
き
に
も
、
重
要
か

つ
必
要
な
こ
と
と
捉
え
、

共
同
で
事
務
手
続
き
を
実

施
し
た
ほ
う
が
よ
り
効
果

的
な
業
務
に
つ
い
て
は
、

今
後
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

平
準
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
現
在
も
実
施

し
て
い
る
日
常
の
施
設
点

検
を
継
続
し
な
が
ら
利
用

者
の
安
全
を
確
保
す
る
と

と
も
に
不
要
な
施
設
の
廃

止
・
売
却
・
除
却
を
進
め
、

保
有
数
量
の
適
正
化
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の

更
新
に
つ
い
て
は
町
民
の

生
活
に
影
響
が
大
き
い
施

設
を
優
先
的
に
進
め
、
特

に
学
校
、
庁
舎
、
子
育
て

施
設
、
社
会
教
育
施
設
に

つ
い
て
は
最
優
先
と
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

老朽化の進む金上コミュニティセンター体育館
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納付義務についてご理解のもと、納付いただいています

横山　智代 議員

国民健康保険税の収納実態は

問　
小
学
校
・
中
学
校
の

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
備
の
設
置
は
で
き
な
い

の
か
伺
う
。

答
弁　
舟
木
教
育
課
長

　
本
町
の
小
・
中
学
校
で

町
の
財
政
事
情
か
ら
は
す
ぐ
に
設
置
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん

小
学
校･

中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
備
の
設
置
は

問　
国
民
健
康
保
険
税
の

収
納
実
態
と
滞
納
に
対
す

る
考
え
は
。

答
弁　
齋
藤
町
長

　
平
成
30
年
度
の
国
保
制

度
改
正
に
よ
り
県
が
財
政

基
盤
の
責
任
主
体
と
な
り
、

国
保
財
政
運
営
の
適
正
化

の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
県
が

示
し
た
標
準
保
険
税
率
を

も
と
に
保
険
税
の
算
定
を

行
い
、
賦
課
徴
収
を
す
る

と
と
も
に
資
格
管
理
や
保

険
給
付
及
び
保
健
事
業
等

の
町
民
に
対
す
る
細
や
か

な
事
業
を
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

問　
差
し
押
さ
え
等
の
実

態
の
推
移
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　
村
山
生
活
課
長

　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ

き
ま
し
て
は
、
加
入
者
の

多
く
が
農
業
及
び
自
営
業

者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

一
部
に
は
諸
事
情
に
よ
り

納
期
ま
で
納
付
さ
れ
て
な

い
方
も
お
り
、
納
税
相
談

に
よ
る
対
応
や
臨
戸
徴
収
、

ま
た
電
話
に
よ
り
納
付
を

促
し
収
納
向
上
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。
差
し
押
さ
え

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

29
年
度
24
件
、
１
７
９
万

６
千
円
と
な
っ
て
お
り
増

加
傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
無
条
件
に
差
し
押
さ

え
を
行
う
の
で
は
な
く
、

滞
納
者
や
第
三
者
を
保
護

す
る
た
め
の
ル
ー
ル
の
も

と
最
終
手
段
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
は

保
健
室
・
図
書
室
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
室
・
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
・
校
長
室
・
職

員
室
と
特
別
教
室
の
一
部

で
、
普
通
教
室
で
は
、
扇

風
機
に
よ
る
対
応
に
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

町
の
財
政
事
情
か
ら
は
す

ぐ
に
設
置
で
き
る
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
設

置
費
用
な
ど
の
試
算
を
進

め
て
お
り
、
次
年
度
以
降
、

可
能
な
時
期
に
整
備
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
計
上
し

て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問　
ひ
と
り
暮
ら
し
、
高

齢
世
帯
の
方
へ
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
に
つ
い
て
。

答
弁　
村
山
生
活
課
長

　
地
域
支
え
合
い
の
研
修

会
な
ど
、
自
助
、
共
助
の

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

授業風景（暑さ対策・扇風機）



(12)

一

般

質

問

あいづばんげ議会だより第191号・平成30年10月25日発行

問　
今
回
の
対
応
に
つ
い

て
の
総
括
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。
農
業
を

自
然
災
害
か
ら
ど
の
よ
う

に
守
っ
て
い
く
の
か
。

答
弁　
齋
藤
町
長

　
干
ば
つ
対
策
本
部
は
、

関
係
機
関
と
協
力
し
対
策

を
実
施
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
用
水
路
下
流
域
で
は
、

通
水
の
難
し
さ
が
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。
反
省

を
踏
ま
え
、
通
水
管
理
等

の
策
定
に
つ
い
て
、
土
地

改
良
区
に
要
請
を
し
、
揚

水
機
購
入
や
井
戸
掘
削
に

よ
る
臨
時
揚
水
場
の
整
備

を
進
め
、
今
後
に
備
え
ま

す
。
農
業
意
欲
を
な
く
さ

干
ば
つ
対
応
は
適
切
だ
っ
た
か 渡部　正司 議員

対
策
本
部
の
役
割
は
果
た
し
ま
し
た

な
い
よ
う
自
然
災
害
に
対

す
る
予
防
及
び
支
援
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
「
干
ば
つ
対
策
本
部
」

の
仕
事
は
や
り
通
せ
た
か
。

答
弁　
板
橋
産
業
課
長

　
土
地
改
良
区
等
と
の
情

報
交
換
会
を
実
施
し
、
多

面
的
支
払
補
助
金
の
活
用
、

節
水
の
周
知
、
農
業
用
水

取
水
許
可
に
つ
い
て
の
協

議
を
し
ま
し
た
。
関
係
機

関
と
の
早
い
段
階
で
の
情

報
交
換
や
協
議
を
実
施
し

た
こ
と
に
よ
り
、
対
策
本

部
と
し
て
の
役
割
は
果
た

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　
「
干
ば
つ
対
策
本
部
」

は
、『
水
は
作
れ
な
い
』

か
ら
『
何
も
で
き
る
こ
と

は
な
い
』
と
し
た
が
、
こ

の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
弁　
板
橋
産
業
課
長

　
干
ば
つ
の
根
本
解
決
の

た
め
に
は
、
雨
に
よ
る
ダ

ム
の
貯
水
率
の
確
保
や
水

田
へ
の
直
接
降
雨
に
よ
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
意
味
で
す
。

問　
住
民
が
手
配
し
た
配

水
作
業
を
、「
干
ば
つ
対

策
本
部
」
が
実
施
し
た
と

と
れ
る
報
告
を
行
っ
た
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

深
刻
さ
や
大
変
さ
は
伝
わ
っ
て
い
ま
す

当
事
者
意
識
が
欠
如
し
て
い
な
い
か

答
弁　
板
橋
産
業
課
長

　
渇
水
に
対
す
る
配
水
や

揚
水
機
の
借
り
上
げ
手
配

等
は
、
住
民
が
協
力
を
し

て
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
対
策
本
部
が
実
施

し
た
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
対
策
本
部
は
、
関
係

機
関
と
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
報
告

を
し
て
い
ま
す
。

問　
「
干
ば
つ
対
策
本
部
」

は
当
事
者
意
識
が
希
薄
だ

と
指
摘
さ
れ
た
。
ど
う
受

け
止
め
る
か
。

答
弁　
板
橋
産
業
課
長

　
干
ば
つ
の
調
査
な
ど
で

干
ば
つ
の
深
刻
さ
や
大
変

さ
は
伝
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
干
ば
つ
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
た
く
、
関
係

機
関
と
の
情
報
を
綿
密
に

し
、
対
策
を
実
施
し
ま
し

た
。

住民による渇水対策のポンプ送水作業（牛沢区）
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一

般

質

問

あいづばんげ議会だより第191号・平成30年10月25日発行

小畑　博司 議員

問　
広
域
に
わ
た
る
大
災

害
が
頻
発
し
て
い
る
。
防

災
体
制
の
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
弁　
齋
藤
町
長

　
い
つ
、
ど
こ
で
大
規
模

災
害
が
発
生
し
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
で
あ
り
、

被
害
が
広
範
囲
に
わ
た
る

場
合
は
、
行
政
や
防
災
関

係
機
関
だ
け
で
は
充
分
な

応
急
活
動
が
で
き
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
予
測

不
能
な
自
然
災
害
に
対
応

安全で、安心なまちづくりを推進してまいります

安心して暮らせる町になるか

問　
教
育
現
場
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
が
進
ん
で
い
る
と
聞
き

ま
す
が
、
メ
リ
ッ
ト
よ
り

も
デ
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大

き
い
と
も
危
惧
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
子
ど
も
の

健
康
を
守
る
た
め
、
ど
の

よ
う
な
方
策
を
考
え
て
い

る
か
。

答
弁　
鈴
木
教
育
長

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
創
造
的
で
効
率
的

な
教
育
が
期
待
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
本
町
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
大
型
モ
ニ

タ
ー
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端

末
を
導
入
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
、
本
格
的
な
導

入
に
向
け
て
、
調
査
研
究

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の

健
康
を
守
る
方
策
に
つ
い

て
は
、
電
子
黒
板
の
明
る

さ
に
配
慮
す
る
こ
と
や
、

長
時
間
に
わ
た
り
電
子
黒

板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面

を
注
視
し
な
い
よ
う
に
す

る
な
ど
、
児
童
生
徒
の
健

本
格
的
な
導
入
に
向
け
て
、
調
査
研
究
を
進
め
ま
す

義
務
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
功
罪
は

康
に
留
意
し
な
が
ら
進
め

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問　
役
場
組
織
体
制
の
維

持
は
大
丈
夫
か
。

答
弁　
大
島
総
務
課
長

　
地
元
高
校
の
採
用
枠
を

設
け
ま
し
た
。

問　
放
射
性
物
質
対
策
は
。

答
弁　
村
山
生
活
課
長

　
今
後
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

な
ど
継
続
し
ま
す
。

す
る
た
め
、「
自
助
」「
共

助
」「
公
助
」
を
有
機
的

に
結
び
つ
け
、
安
心
で
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
の

被
害
が
広
が
っ
て
い
る
。

今
後
の
被
害
の
拡
大
ス

ピ
ー
ド
に
よ
っ
て
は
、
各

地
域
に
大
幅
に
罠
免
許
取

得
者
を
増
や
す
な
ど
、
抜

本
的
に
考
え
直
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

答
弁　
板
橋
産
業
課
長

　
山
間
部
を
中
心
に
、
被

害
は
町
内
全
域
に
及
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
も
急
速
に

被
害
は
拡
大
し
て
く
る
と

予
想
し
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
18
名
の
鳥
獣
害
被
害

対
策
実
施
隊
の
方
々
で
、

調
査
や
駆
除
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

定
員
割
れ
の
状
況
で
す
。

今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な

る
猟
銃
免
許
取
得
者
の
確

保
は
重
要
で
あ
り
、
罠
猟

の
み
の
有
資
格
者
も
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
く

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

鳥獣対策（罠）設置状況
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一

般

質

問

あいづばんげ議会だより第191号・平成30年10月25日発行

問　
当
町
に
お
け
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
と
は
何

か
。 当

町
に
お
け
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
は

佐藤　宗太 議員

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
創
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

答
弁　
齋
藤
町
長

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

は
、
本
町
に
お
け
る
ま
ち

し
な
が
ら
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

問　
当
町
の
知
的
財
産
に

関
す
る
取
り
組
み
の
現
状

は
。

答
弁　
荒
井
政
策
財
務
課
長

　
現
在
、
本
町
に
お
け
る

知
的
財
産
に
関
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
糸
桜

里
の
湯
ば
ん
げ
の
登
録
商

標
が
あ
り
ま
す
が
、
町
内

の
知
的
財
産
が
侵
害
さ
れ

な
い
よ
う
、
知
的
財
産
政

策
の
重
要
性
を
十
分
理
解

地
域
産
業
の
振
興
や
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む
た
め
に
調
査
し
て
ま
い
り
ま
す

知
的
財
産
の
活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は

づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え

方
で
あ
り
、
新
庁
舎
建
設

に
際
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
皆
様
に
参
画
し
て

い
た
だ
き
、
会
津
坂
下
町

新
庁
舎
検
討
委
員
会
を
組

織
し
、
情
報
を
共
有
す
る

と
と
も
に
、
幅
広
い
見
地

か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て

も
、
地
域
住
民
の
連
帯
感

を
醸
成
し
、
生
活
文
化
の

向
上
と
安
心
・
安
全
で
活

力
あ
る
地
域
社
会
を
、
地

域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

創
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。

問　
新
庁
舎
建
設
に
お
け

る
立
地
選
定
に
お
い
て
、

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

と
相
反
す
る
結
果
と
な
っ

た
が
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。

答
弁　
荒
井
政
策
財
務
課
長

　
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、「
南
幹
線
南
側
町

取
得
予
定
県
有
地
」
が

44
・
５
%
と
最
も
多
い
結

果
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や

町
が
実
施
し
た
住
民
説
明

会
に
お
け
る
意
見
等
を
踏

ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点

や
課
題
な
ど
、
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
上

位
計
画
と
の
整
合
性
な
ど

総
合
的
に
判
断
し
、「
現

本
庁
舎
・
北
庁
舎
、
東
分

庁
舎
及
び
東
駐
車
場
用
地
」

を
適
地
と
し
て
選
定
い
た

し
ま
し
た
。

問　
会
津
坂
下
町
新
庁
舎

検
討
委
員
会
は
、
何
を
根

拠
に
メ
ン
バ
ー
構
成
が
な

さ
れ
た
の
か
。

答
弁　
荒
井
政
策
財
務
課
長

　
区
長
・
自
治
会
長
会
を

は
じ
め
、
婦
人
会
、
青
年

団
体
、
議
会
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
団
体
に
参
画

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
幅
広
い

見
地
か
ら
意
見
を
求
め
る

と
と
も
に
、
各
団
体
の
意

見
等
に
つ
い
て
委
員
会
へ

の
反
映
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

第六次振興計画策定のワークショップ

こ
れ
も
質
問

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
運
営
を
安
定
化
さ
せ

る
施
策
は
。

答
弁　
荒
井
政
策
財
務
課
長

　
地
域
づ
く
り
計
画
の
検

証
を
行
い
、
安
定
化
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

問　
ホ
テ
ル
な
ど
の
企
業

誘
致
に
取
り
組
み
は
。

答
弁　
板
橋
産
業
課
長

　
今
後
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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議会（委員会）行政視察報告
議会運営委員会・総務常任委員会報告　7月31日～ 8月2日

（新庁舎建設・議会運営について）

産業建設・文教厚生常任委員会報告　7月18日～ 20日
（新庁舎建設・健康づくり・ＧＡＰ政策について）

　人口約１万３千人。東日本大震災を
受けて、老朽化が激しく、耐震基準を
満たさないことから、平成22年度から
早急に新庁舎建設事業に踏み切った。
　町の財政状況を考慮し、約７億の予
算規模で建設する必要性があり、建設
費用を抑える手法として、プロポーザ
ル・デザインビルド方式による建設を
進めた。最終的に費用は７億４千万で、
４階建ての耐震性及び津波対策、省エ
ネに特化した新庁舎を見て、先進的な
取り組みを学んだ。

　茨城県つくば市にあるＧＡＰ研究所
では、定期的な土壌診断による過剰施
肥防止策、トラクター事故防止のため
の危険個所マップ作成、出荷時の異物
混入事故対策など、農業の現状は改善
すべき可能性が沢山あることに改めて
気づかされた。
　食品の安心・安全、生産労働におけ
る安全、将来を見据えた環境保全など、
持続可能な農業の進展を図るにも、Ｇ
ＡＰ認証は欠かせない取り組みである
との認識を深めた。

　去る７月19日、サッカーの街とし
て有名な静岡県の藤枝市を訪れ、健康
推進の施策について研修してまいりま
した。
　藤枝市では民間と共同開発した
ウォーキングのためのアプリ（携帯電
話で使用できる機能）を用いて市民の
健康意識を高める施策が行われていま
した。
　また、市民の皆様が主体となって自
発的に日ごろの運動が行われているな
ど、協働のまちづくりが実施されてお
り、参考とすべき点が見えてまいりま
した。

　基本設計まで進んでいた庁舎建設は、

「財政危機宣言」により市長が延期を

表明し、財政改革プランを断行した。

その成果として、当初の設計を変更し

た庁舎建設に着手し、工費を予定の半

分以下の16億円で成し遂げた。その工

法は、短工期、外壁材の選択、そして

椅子などの再利用等々、コスト抑制を

意識した工夫がみられた。

千葉県一宮町

静岡県熱海市静岡県藤枝市茨城県つくば市

　議会活性化として、議員の議会活動
の出欠状況を議会報に掲載するなどの
活性化策や傍聴者増の取り組みとして、
議会前の招待状・お礼状送付やポスター
掲示、アンケートを実施して取り組ん
でいた。
　町民参加型イブニングセミナー開催
や日曜議会を行い、町民と議会の交流
を深める取り組みが大変印象的だった。

茨城県大洗町
　人口約２万人で、平成17から24年ま
で約７年かけて新庁舎建設事業を進め、
防災拠点としての庁舎を重要視し、耐
震性確保、２ｍのかさあげ、自家発電
設置を擁して復旧対策本部となる機能
強化を盛り込んだ。
　町民に利用しやすい２階建とし、財
源は総工費25億7900万での建設事業に
関する事行について、先進地の新庁舎
建設事業の取り組み状況を学んだ。

埼玉県川島町
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今
年
の
夏
は
、
猛
暑
・
渇

水
。
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界

規
模
で
の
地
球
温
暖
化
に
よ

る
も
の
と
言
わ
れ
る
異
常
気

象
に
よ
る
自
然
災
害
が
多
発

し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
人
間
で
は
防
ぐ
こ

と
が
出
来
な
い
も
の
で
す
が
、

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
て
お
く
こ
と
を

忘
れ
ず
、
当
た
り
前
の
よ
う

に
使
っ
て
い
る
水
、
電
気
に

つ
い
て
家
族
で
話
し
合
わ
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
委
員　

横
山
智
代
）

平成30年第４回定例会は、12月６日から14日までの会期（予定）
です。一般質問は12月10日㈪、11日㈫午前10時開会予定です。

し
た
。

　

そ
の
他
防
災
体
制
の
見
直
し
等

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
佐
藤
宗
太
議
員
、
町
政
に

つ
い
て
の
質
問
事
項
を
読
み
上
げ

た
と
こ
ろ
で
、
昼
休
み
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
質
問
の
中
に
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
、
当
町
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ

け
は
、
在
り
方
は
、
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
質
問
が
あ
っ
た

の
に
そ
れ
を
聞
か
な
い
で
帰
宅
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
町
当
局
の
話

を
議
場
の
中
で
直
接
聞
き
た
か
っ

た
な
と
思
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

９
月
11
日
に
広
瀬
熟
年
大
学
の

研
修
会
で
、
塾
生
22
名
で
会
津
坂

下
町
議
会
を
傍
聴
し
て
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
渡
部
正
司
議
員
の
今
夏

の
問
題
で
あ
っ
た
干
ば
つ
の
対
応

に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
町
当

局
と
し
て
、
各
地
区
を
ま
わ
り
農

作
物
の
被
害
状
況
等
の
確
認
、
田

ん
ぼ
が
干
ば
つ
で
亀
裂
が
み
ら
れ

た
と
の
こ
と
で
し
た
。
夏
は
干
ば

つ
で
苦
労
し
、
今
秋
は
雨
、
本
当

に
ど
う
な
る
の
か
と
心
配
し
な
が

ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
小
畑
博
司
議
員
の
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
に
な
る
か
、
獣
害

の
現
状
と
今
後
の
予
測
に
つ
い
て

の
考
え
は
と
の
質
問
に
つ
い
て
、

坂
本
地
区
で
は
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
、

他
の
地
区
に
は
熊
等
が
出
没
し
て

い
る
が
、
町
に
は
猟
銃
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
方
18
名
、
罠
の
資
格

を
持
っ
て
い
る
方
３
名
と
少
な
い

人
数
で
対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
猟
銃
の
資
格
は
知
っ
て
い

ま
し
た
が
、
罠
を
し
か
け
る
の
に

資
格
が
必
要
と
は
知
り
ま
せ
ん
で

町
議
会
傍
聴
に
参
加
し
て

�
小
池
　
孝
子

第３回定例会の一般質問録画配信中
議会基本条例に基づき、町民に開かれた議会を推進するため
一般質問を録画配信しています。

町のホームページまたは YouTube でご覧になれます。

を
読
み
進
め
る
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
よ
う
な
一
主

婦
で
あ
っ
て
も
思
慮
さ
せ
ら
れ
た

一
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

町
職
員
の
対
応
に
対
す
る
苦
言
が

呈
さ
れ
た
時
で
し
た
。
町
長
が
あ

え
て
謝
罪
し
た
場
面
で
す
。
立
場
、

役
割
を
越
え
て
一
人
の
人
と
し
て

と
る
べ
き
姿
と
は
、
そ
し
て
、
こ

れ
は
議
事
で
も
論
じ
ら
れ
た
事
で

す
が
公
務
員
の
本
来
の
仕
事
、
な

す
べ
き
事
は
な
に
か
と
い
う
点
で

す
。
最
後
に
こ
の
広
報
誌
「
議
会

だ
よ
り
」
が
町
民
に
対
す
る
広
報

活
動
と
し
て
詳
細
で
臨
場
感
あ
る

情
報
提
供
を
継
続
さ
れ
ま
す
よ
う

願
い
ま
す
。
お
手
に
し
て
い
る
皆

様
、
ぜ
ひ
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ

き
積
極
的
に
議
会
傍
聴
さ
れ
ま
す

よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　

私
達
坂
下
婦
人
会
約
10
名
は
広

瀬
熟
年
大
学
の
皆
様
と
役
場
３
階

議
場
に
集
合
し
ま
し
た
。
定
刻
の

午
前
10
時
。
厳
粛
な
雰
囲
気
の
な

か
古
川
議
長
よ
り
開
会
の
辞
が
あ

り
、
一
般
質
問
に
入
り
ま
し
た
。

挙
手
に
よ
り
議
長
が
指
名
し
発
言

す
る
方
式
で
議
事
が
進
み
ま
す
。

滞
り
な
い
質
疑
答
弁
に
よ
る
進
行

は
正
に
町
政
の
頂
点
で
あ
り
、
集

約
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
淡
々
と
手
持
ち
原
稿

議
会
傍
聴
に
参
加
し
て

�

佐
藤
　
尚
子

議会傍聴

■
前
号
の
記
事
訂
正
に
つ
い
て

　

１
９
０
号
の
記
事
に
つ
い

て
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

●
訂
正
箇
所

　

Ｐ
16 

み
な
さ
ん
の
声

　
　

正
）
山
内　

兵
衛
門

　
　

誤
）
山
内　

兵
右
衛
門


